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Abstract 
We have observed the mechanical deformation of the shaft and b巴lIey
part in "the blown-out blast furnace， and determined the deposited materials 
and errosed bricks by means of the micros巴opicand X-ray analysis. 
As a result， ithas been found th乱tthe most important cause of the col-
Iaps巴 inthe blast furnace lining is the bending action of the b巴I1eypart in-
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第4[量l寓虞は本煙に現われた屈曲を示す思震である。 No.14， 15， 16の撞腹部煉瓦の屈曲
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第 B園 沈積物の X線寓虞
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物の存在および粒の大きさの影響により，かくのごとく肉眼的に多様の色彩を呈したものと考
























t1量口下 5~7m では外側~iJ， ら 30cm{fJ:にわたり組織に硬化ないが，ヘマタイトが「メヂ」に
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燈腹部は外側 O~lOcm は外壁の鍛板より織が主主透して赤味を帯びているが， 内部的にはム
ライトの護連，石英の時移の進行を認める程度で，大きな費化はないようである。さらに内部
にむかうとムライトの殻建が目立ち， ジンサイトは外方より 40cm程度迄は認められない0
40~50cm 程度から見えはじめ 3 きわめて'煉瓦の破壊のはげしい屈曲の頂部では，ジンサイトが
縦横無壷に亀裂にそって殻建L，ムライトも安陳内に大きお:結晶を認める。粘土粒は苦しく分
解L，その中に安素・ヘマタイトが細〈法透L.，ムライトの微細友結晶を見るととが出来る。
第 9 闘の窓翼 NO.l~No.48 はとれらの組識を示す。偏光=コルで倍率80である。
健かな試料にてコき X線によク℃その組繊嬰化を調査したが，額j妓鏡で棺認し得た以外に新
しい事賓の議見はなかった。
〔第9国濡震説明JNo.1 未使用原煉瓦組織， C:粘土粒子， M:ムライト， Q:石英， No.2，3 
N-1-53窓際中に霊望遠した巨大なムライト， No.3は No.2-に比し粒子中にもムライトの渡逮を認
む。 No・4E-3-54煉瓦 2，3枚目間の L;!ヂ」の組織 C:l:沈積茨素， An:アノルサイト， No.5 
同前，嬰質した、防士、投を園tr~ア ν サイト， No.6 E-4-54. No.7，8. 8-5-50 r.;1ジjCr:グ
リストパライト， No.9 N-6-10. No.10. N-6-40. No.ll N-6-66. No.12 N-6-70. 
No.13， 14， 15 N-6 高熱面より 2~5cm の位置. No.14は粘土粒内のグリストパライト化した石
英 No.16同じ〈高熱面 G:硝子，この中にアルパイト・酸化銭存在， A:アルバイト， Fe ・酸化
織.No・17，18，19，208-7-70， No. 21， 22 N--8-48， No.23 E-8 2，3枚目間「メヂj，No. 
24日-9-40 No. 25，268-11-85， No.27 N--12-14， No. 28， 29 N-12-20， No. 30 N-
12-25， No.31 N-12-30， No.32 Nー 12-35，No・33N-15-12， No 34， 35， E-15--60， 
No. 36，37 E-15-70， No. 38，39，40，41 E-15-80， No・42E-15-30 r ;!ヂj，No.43 N-
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